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四国西南海域における造礁サンゴ幼生加入の空間的変異 
○長谷川 亮太 

 
［目的］：四国西南部では、2004 年から継続して定着板を用いた定着量調査が行われている

が、この調査で、年と地点において一定の傾向が見られず、ミドリイシ科の定着量は年に

よって大きく変動していることが分かっている。さらに、同じ場所に同じ物を設置してい

るにも関わらず、定着板 1 セットごとの定着量も大きく変動していた。このように、四国

西南海域の造礁サンゴ幼生加入については、大部分が明らかになっていない。そこで本研

究では、さらに小さな単位である、定着板上の各面における稚サンゴの定着に選択性は見

られるのかを、付着生物の被度と稚サンゴの定着基質・稚サンゴの定着位置の、2 つの視点

から明らかにすることを、目的とした。 

［方法］：モニタリングサイト 1000 の調査地点に登録されている、足摺宇和海国立公園内

の 19 地点において定着板を設置し、定着板上で稚サンゴが定着している基質および位置を

記録した。さらに、各面におけるその他の付着生物の被度も測定し、稚サンゴの定着基質

の選択との関係性を検討した。 
［結果と考察］：2008 年は他の年と比べ定着量が多く、ミドリイシ科の定着が多くみられ

た。2008 年の結果をサンゴの種ごとに面別に見てみると、ハナヤサイサンゴ科では、上裏

面・前裏面・後表面に多く定着していた。一方、ミドリイシ科の結果は、海底に対して垂

直方向に設置した定着板に多く定着していた。このことから、種により定着する面の選択

性が異なっている事が分かった。 
 稚サンゴの定着基質の選択性では、ハナヤサイサンゴ科は下裏面・前表面でフジツボへ

多く定着しており、下表面・前裏面・後表面では石灰藻へ多く定着しているという結果が

得られた（χ２検定，p＜0.01）。ミドリイシ科では下裏面・前表面でフジツボへ多く定着し

ており、下表面・前裏面・後表面では、石灰藻へ多く定着しているという結果が得られた

（χ２検定，p＜0.01）。この 2 種の結果を合わせてみると、外側の面ではフジツボへの定着

が多く、内側の面では石灰藻への定着が多いという結果であった。 
 稚サンゴの定着位置の選択性では、面別にみると 4 つの異なった定着パターンが見られ

た。これは、各面によって異なる捕食圧の高さ・光が届く量・立体構造の有無といった環

境要因により、選択位置が異なったためであると考えられる。 
 以上のことから、定着板上の稚サンゴの定着には、物理的な環境が大きく影響してお

り、それによって定着位置を選択している事が分かった。しかし、サンゴの種ごとの基質

選択性、および定着位置の選択性に違いは見られなかったため、ミドリイシ科の定着量が

年によって大きく変動している理由は、本研究では解明できなかった。本海域で優占種で

あるミドリイシ科のサンゴは成長が早く、サンゴ群集の回復において重要な役割を担って

いるため、今後も幼生供給の実態を明らかにしていく必要があると考えられる。 
 


